
 

教科化になって何が変わるのか 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  
特に道徳科の評価については２ペー

ジ構成で掲載しています。 
 校内研修や地区部会等で，活用でき

る内容です。 
 
 
 

 

 

 特別の教科 道徳の全面実施に向けて  

１ 道徳性について 

２ 内容項目について 

３ 道徳科の目標について 

 

４ 道徳教育の全体計画について 

５ 全体計画の別葉について 

６ 道徳科の年間指導計画について 

７ 道徳科の評価について ① ② 
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 道徳性については，様々な考え方があり，多くの研究者がそれぞれの研究に基づいて説

明をしているが，学校教育においては「学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」に則って

指導していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道徳的判断力  

・道徳的心情                   道徳的実践  

・道徳的実践意欲と態度 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 道徳性について 

「思い」 は見えないが，   「思いやり」  は見える。 

「こころ」は見えないが，  「こころづかい」は見える。 

よりよい行為へのエネルギー 

（内面的資質） 

よりよい行為 

（道徳的行為，道徳的習慣） 

□ 道徳的判断力 

・善悪を判断する能力。 

・どのように対処することが望まれるかを判断する力。 

□ 道徳的心情 

・道徳的価値の大切さを感じ取り，善を行うことを喜び，悪を憎む感情。 

・よりよい生き方や善を志向する感情。 

・道徳的行為への動機として強く作用するもの。 

□ 道徳的実践意欲と態度 

・道徳的心情や道徳的判断力によって価値があるとされた行動をとろうとする傾向性 

⇒道徳的実践意欲・・・道徳的価値を実現しようとする意志の働き 

⇒道徳的態度・・・・・具体的な道徳的行為への身構え 

 

※これらは，特に序列や段階があるということではない。 

（学習指導要領解説 特別の教科 道徳編から） 

道徳性とは             （学習指導要領解説 特別の教科 道徳編から） 

■ よりよく生きるための営みを支える基盤となるもの 

■ 人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を可

能にする人格的特性であり，人格の基盤をなすもの 

■ 人間らしいよさであり，道徳的価値が一人一人の内面において統合されたもの 

 

道徳性とは， 

内面的資質のこと。 

例えば，下のような標語を例にして考え

てみます。 

※宮澤章二「行為の意味」から 
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１．内容項目とは 

 ◇内容項目とは，道徳的価値を含む内容を短い文章で平易に表現したもの。 

 ◇道徳的価値とは，よりよく生きるために必要とされるものであり，人間としての生き

方の礎となるもの。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．内容項目と道徳的価値 

 個々の内容項目には，単一の道徳的価値が含まれているものや複数の道徳的価値が混在

しているものもある。 
 ＜内容項目に含まれる道徳的価値（例）・・・高学年の内容項目から４つを抜粋＞ 

[希望と勇気，努力

と強い意思] 
内容項目 

より高い目標を立て，希望と勇気をもち，困難があってもく

じけずに努力して物事をやり抜くこと。 

道徳的価値 勤勉，努力，不撓不屈，希望，勇気 

[友情，信頼] 
内容項目 

友達と互いに信頼し，学び合って友情を深め，異性について

も理解しながら，人間関係を築いていくこと。 

道徳的価値 友情，協力，信頼，異性尊重 

[生命の尊さ] 
内容項目 

生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないも

のであることを理解し，生命を尊重すること。 

道徳的価値 生命尊重 

[規則の尊重] 
内容項目 

法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを守り，自他

の権利を大切にし，義務を果たすこと。 

道徳的価値 規則尊重，公徳心，権利，義務 

 

※授業を構想する際には，内容項目から指導すべき道徳的価値を明確にする必要がある。 

 

２ 内容項目について 

＜小学校＞ 
 ○内容項目の数の変更 
  ・低１６ ⇒ １９項目 ・中１８ ⇒ ２０項目 ・高２２ ⇒ ２２項目 
 ○低学年の新規内容 
  ・「個性の伸長」「公正，公平，社会正義」「国際理解，国際貢献」 
 ○中学年の新規内容 
  ・「相互理解，寛容」「公正，公平，社会正義」 
 ○高学年の新規内容 
  ・「よりよく生きる喜び」 
  ・整理，統合され，できた内容項目 ⇒「よりよい学校生活，集団生活の充実」 

＜中学校＞ 
○内容項目の数の変更   ２４項目 ⇒ ２２項目 
○整理，統合され，できた内容項目 

  ・「思いやり，感謝」「友情，信頼」「よりよい学校生活，集団生活の充実」 
○分割され，できた内容項目 

  ・「自然愛護」「感動，畏敬の念」 
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道徳の時間の目標         特別の教科 道徳の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．道徳的価値の理解 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

２．自己を見つめる 

■ これまでの自分の経験やその時の考え方，感じ方と 
重ねがら，更に考えを深める。 

 

３．多面的・多角的に考える 

 ■ 物事を一面的に捉えるのではなく，様々な視点から理解し，主体的に学習に取り組

むことが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 道徳科の目標について 

 

 

 

 

私だったら・・・ 

 

  

１
．
道
徳
的
価
値
の
理
解 

２
．
自
己
を
見
つ
め
る 

３
．
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る 

  

困っている人に

親切にするのは

大事だけれど，

声をかけること

は難しいなあ。 

みんなで使う

場所で，みん

なに迷惑をか

けたことがあ

るなあ。 

親切な行

為にも，い

ろいろな

考え方が

あるなあ。 

ありがとう

にも，いろい

ろな思いが

あるんだな

あ。 

■よりよく生きる上で道

徳的価値は大切である

こと。 

■道徳的価値は大切では

あるが実現は難しいこ

とや人間の弱さ等も理

解すること。 

■道徳的価値の実現には

多様な感じ方・考え方

があること。 

友達と仲良

くすると本

当楽しいん

だなあ。 

目標に向かっ

てやり遂げた

ときはいい気

持ちだなあ。 

◇授業で，親切のよさや温かさに加えて，親

切にすることの難しさについても考えさ

せよう！ 

◇授業では，親切にする側と親切にされる側

の両面から考えさせよう！ 

◇授業では，親切に関連させて「勇気」や「感

謝」についても同時に考えさせよう！ 

 

◇友達関係に関連させて「個性の伸長」や「寛

容」についても考えを広げていこう！ 



5 
 

 

１．道徳教育の２つの指導 

 道徳教育には，各教科や特別活動等で行わ 

れる道徳的実践の指導と，道徳科で行われる 

内面的資質の育成を目指した指導がある。 

 この２つの指導を意識することが大切であ 

り，そのために各学校では，児童生徒の実態 

を踏まえた全体計画及び諸計画を作成しなけ 

ればならない。 

 

２．道徳教育の全体計画と諸計画との関連              

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．道徳教育の全体計画 

①道徳教育の重点目標の設定 

  

 

 

 

 

 

 

②各学年の重点目標 

 

 

 

 

 

 

・校長は児童生徒の道徳性に関わる実態

等を踏まえ，学校の道徳教育の方針を

明示する。 
・学校の道徳教育の重点目標は全教職員

で共通理解する。 

・校長が明示した道徳教育の重点目標に

基づき，学年段階の重点目標を設定す

る。 
・各学年の重点目標は，道徳科の年間指

導計画に反映させる。 

４ 道徳教育の全体計画について 

道徳教育の全体計画 

学校の教育活動全体を通して指導する 

◇各教科，外国語

活動，総合的な

学習の時間，特

別活動で 
 

◇週１時間の道徳科の授業で 
◇意図的・計画的に 
◇将来，出会うであろう場面で主体的

に道徳的行為ができるように 

主に道徳的実践の指導 内面的資質の育成 

道徳教育の全体計画の別葉 道徳科の年間指導計画 

学校の指導方針を明確に

した総合計画 

各教科等で行われる道徳教育の指導の内容及

び時期を整理したもの等 ⇒ 23 ページ参照 
年間３５時間の道徳科の授業の計画のこと 

⇒ 24 ページ参照 

道徳教育の全体計画のイメージ（例） 

 

 

◇日常の生徒

指導を通し

て 
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１．別葉とは 

 今回の改訂で，道徳教育の全体計画に道徳授業以外の道徳教育の内容及び時期を示す必

要があることが明示された。例えば以下のような内容である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．別葉の作成手順 

 

 

 

 

 

 

（例） 

①学校長が設定した重点目標   ②ポイントを明確にする    ③重点内容項目  

 

 

 

 

 

④重点内容項目に関わって         ⑤重点内容項目以外の内容項目も 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

５ 全体計画の別葉について 

① 各学校の具体的な道徳教育の重点目標を設定する。 

② 道徳教育の重点目標のポイントを明確にする。 

③ 道徳教育の重点目標のポイントに関わって，重点内容項目を明らかにする。 

④ 重点内容項目に関わって，道徳授業以外の指導の内容及び時期を明確にする。 

⑤ 重点内容項目以外の内容項目も，④の作業を行う。 

 

 

◇各教科等で行われる道徳教育の指導の内容及び時期を整理したもの。 

◇道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が一覧できるもの。 

◇道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携のための活動等が分かるもの。 

 
別葉とは，道徳授業以外の道徳教

育の内容及び時期を，全体計画の中

に書き表すことが難しいため，右の

ように，全体計画の一部として，一

覧表にして示したものである。  

 
全体計画の別葉のイメージ（例）⇒ 

例 『人間尊重の精神を生

かし，相手の気持ちを考

えて行動したり，社会規

範を意識して行動した

りする子どもの育成』 

例 校長先生の方針のポ

イントは，２つだ。 

・相手の気持ちを考える 

・社会規範を意識 

例 道徳教育の内容で

言えば，この２つだ。 

・「親切，思いやり」 

・「規則の尊重」 

  

表の縦の項目は，「内容項目」に関するキーワード 

表の横の項目は，教科等の名称 

２つの重点内容項目に関わって，道徳

科以外の教育活動の中で，どのような指

導ができるのか検討する。 

その他の内容項目においても，どのよ

うな指導ができるのか検討する。 

※例えば，最初の１年は，④重点内容項目のみを,全教職員の共通理解の下で実践してい

く。そして３年計画で徐々に増やし,⑤に近付けていくという方法が考えられる。 
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道徳科（週１時間の道徳授業）の年間指導計画に，学校の重点目標を反映させていく

ことが大切である。 
例えば，重点目標に関わる内容項目（重点内容項目）は，年間１時間ではなく，２～

３時間ほど，授業を行うことが考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇配列について 

・他の教育活動との関連や季節的変化等を考慮することが望まれる。 

・例えば，体育大会等は，児童生徒の目標に向かう態度や規則尊重の態度を指導する機会

が多いと思われる。その場合，体育大会の直後に，育ちつつある心情や態度を，道徳科

の授業で，更に深化させていくことが考えられる。 

・例えば，いじめ防止を目的として，いじめ問題に関する教材を使って授業を行う場合は

学年の早い時期に行うことが望まれる。問題行動が起きる前に位置づける。 

 

〇複数時間扱いについて 

・重点目標に関わる内容項目については，２～３時間で扱い，じっくり考え，議論させる

等の工夫が考えられる。 

・教材によっては，複数の道徳的価値が含まれているものがある。そのような場合，同じ

教材で，別々のねらいを設定してそれぞれ授業を行うことが考えられる。 

 

〇地域教材や「私たちの道徳」等の活用について 

・例えば，使用している教科用図書に重点内容項目に関わる教材が不足している場合，教

育委員会作成の教材や「私たちの道徳」に掲載されている教材を活用することが考えら

れる。 

・道徳科は主たる教材として，教科用図書を使用しなければならないが，道徳教育の特性

に鑑みれば，各地域に根ざした地域教材等の活用は重要である。 

 

 

 

６ 道徳科の年間指導計画について 

道徳教育の内容項目数は，次のようになっている。 
 

・小学校低学年・・・・１９の内容項目（指導内容） 
・小学校中学年・・・・２０の内容項目（指導内容） 
・小学校高学年・・・・２２の内容項目（指導内容） 
・中学校・・・・・・・２２の内容項目（指導内容） 

 
例えば，１時間に１つの内容項目を学習したとすると 
・３５－１９＝１６ 
・３５－２０＝１５    
・３５－２２＝１３ 

 
低学年は１６，中学年は１５，高学年と中学校は１３の余剰時間ができる。

この余剰時間に，重点内容項目に関わる授業を行うようにする。 
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■ 数値による評価ではなく，記述式であること。 

■ 児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止め，励ます個人内評価として行うこと。 

■ 他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまない。 

■ 個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価を行うこと。 

■ 発達障がい等の児童生徒についての配慮すべき観点等を学校や教員間で共有すること。 

  ・相手の気持ちを理解することが苦手で，字義通りの解釈をする場合には，他者の心情を理解するた

めに，動作化，役割演技，劇化等の指導を取り入れる。 

  ・話を最後まで聞いて答えることや順番を守ったりすることが困難であったり，衝動的に行動し，他

者の行動を妨げてしまったりする場合，注意が持続できるよう，適度な時間で活動を切り替える等

の配慮をする。 

 

 

 

 

 

〇道徳科の評価は個人内評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇大くくりなまとまりを踏まえた評価 

・道徳科の評価は，一つ一つの内容項目ごとに，その内容項目についてどのくらい理解し

たかということを評価するのではなく，学期や学年など一定のまとまりの中で，道徳科

の学習状況や道徳性に係る成長の様子を見取り評価していく。 

・一定のまとまりの中で評価した結果として，特に顕著と認められる点が発揮された内容

項目に係る授業について，評価の中で触れるということは考えられる。 

・一つの授業の学習状況のみを取り上げて，評価をしないこと。 

７ 道徳科の評価について ① 

児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に

生かすよう努める必要がある。 

ただし，数値などによる評価は行わないものとする。 

ね
ら
い
と
す
る 

道
徳
性 

ね
ら
い
と
す
る 

道
徳
性 

・上のイメージ図は，目標に準拠した評価。 
・絶対評価とも呼ばれる。 
・道徳性が育ったかどうかを見取るのは難 

しい。 

・上のイメージ図が，個人内評価。 
・授業の中で，児童生徒の学習状況を把握 

していく。 
・道徳科の評価の在り方。 

週１時間の道徳科の授業における望まし

い学習状況の積み重ねが，道徳性の育成

につながっていく。 

こ
こ
を
見
取
っ
て
い
く
。 
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１．道徳科の授業における評価の考え方                 

道徳科における児童生徒の学習状況は，教師の指導によって変わるということを，我々

は肝に銘じておかなければならない。    

児童生徒の学習状況の把握と評価は，学習指導過程における指導と評価を一体的に捉え

ることが重要である。指導と評価を一体的に捉えるとは，指導者が意図した学習状況が生

まれてくるように授業を構想し，指導者が意図した学習状況が見られたかどうかを評価し

ていくことである。 

留意すべきことは，偶然に現れる児童生徒の学習状況を把握するのは難しいということ

である。教師が意図した学習状況に対して，児童生徒がどのような学習状況を見せたのか

を評価することが大切である。 

 

２．道徳科の授業における評価の観点                  

児童生徒の学習状況を評価するためには具体的な観点が必要である。明確な意図をもっ

て指導や指導方法の計画を立て，学習指導過程で期待する児童生徒の学習を具体的な姿で

表したものが観点となる。 

ここで言う観点とは，各教科の観点別評価の「観点」のことではない。 

道徳科の学習状況は，道徳科の目標に示されている学習の要素に概ね帰結すると思われ

るので，例えば，次のような①～④の学習状況（具体的な学びの姿）が考えられる。 

 

①道徳的価値の理解（大切さ，難しさ，多様さ等）を自分との関わりで深められている。 

②中心発問に対して，自分の生活や自分の生き方の問題として（自分事として）考えるこ

とができている。 

③道徳的問題場面や中心発問に関わる話し合いの中で，多面的・多角的に考えたり，発言

したりしている。 

④学習したことを基に，今の自分を振り返り，自分自身の課題や願いについて考えたり，

書いたりしている。 

          

３．道徳科の学習指導案における評価の観点  

 

 

 

 

 

 

 

【学習の中心】・・・ 学習活動の中心となる内容（中心発問等） 

【 学 習 活 動 】・・・ 指導者が期待する児童生徒の学習状況を表したもの  

【 道 徳 性 】・・・ 授業で育てたい心情や判断力等の内面的資質を表したもの 

            （※あくまでも方向目標であり，評価の対象ではない。） 

  

評価の観点・・・・   実際の教材や中心発問等を鑑みて， 

期待する児童生徒の具体的な学びの姿を想定したもの 

※ 後のページで、具体例を示している。 

道徳科の評価について ② 

例えば，上記①～④の方向で，実際の教材や中心発問等を鑑みて，児童生徒の具体

的な学びの姿を想定したものが，学習指導案に示すべき評価の観点となり得る。 

あくまでも，学習状況を評価するのであって，「心情が育っている」等の道徳性その

ものを評価するような観点は設定しない。 

なお，評価の観点は１つか多くて２つが妥当と考える。 



「考え，議論する道徳」    

の授業展開  ～「私たちの道徳の活用」～    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「私たちの道徳」には，全国各地で長年実践され

てきた優れた教材が掲載されています。 
 
◇道徳科が全面実施になると，教科書があるため

「私たちの道徳」は，児童生徒に配布されること

はありません。 
 
◇「私たちの道徳」は，全面実施後も文部科学省の

ホームページよりダウンロードできる予定です

ので，教材として活用することが可能です。 
 

 
 

 
 
 

 

 

「私たちの道徳」は，教師の教材研究に役

立ちます。 
また，内容項目（指導内容）を理解する

上でも役立ちます。写真やイラスト，標語

等で表現しているので，分かりやすいと思

います。 
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【教材「黄色いベンチ」・・・「私たちの道徳」低学年用に掲載】 

 

 

 

① ねらい（例） 

【学習の中心】・・・ 靴のままでベンチに上がった２人の行為について 

【 学 習 活 動 】・・・ 様々な立場から考えさせる学習活動を通して 

【道徳性（方向目標）】・・・ みんなで使うものを大切にしていこうとする心情を育てる。 

  

②めあて等の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

③板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④評価について（例） 

【学習状況を把握するための評価の観点】 
  

 

 

【評価の方法（いつ，どのようにして）】 

・汚した立場 ：役割演技の様子や発言から見取っていく。（机間指導と意図的指名） 

 ・汚された立場：ワークシートの記述や発言から見取っていく。 

 

五
月
十
五
日 

だ
い
六
か
い 

ど
う
と
く 

 

み
ん
な
が
つ
か
う
も
の 

 
 

・
ボ
ー
ル 

・
そ
う
じ
道
具 

・
ス
リ
ッ
パ 

「

黄
色

き

い

ろ

い
ベ
ン
チ
」 

 
 

 
 

 
 

・
だ
れ
も
い
な
い 

 
 

 
 

 
 

 

か
ら
、
た
の
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

・
お
も
し
ろ
い
。 

 
 

 
 

 
 

・
高
い
と
こ
ろ
は
、 

 
 

 
 

 
 

 

き
も
ち
い
い
。 

  
 

 
 

 
  

 

「
は
っ
」
と
し
て
、
か
お
を
み
あ
わ
せ
た 

 
 

 
 

 
  

 

と
き
、
ふ
た
り
は
ど
ん
な
こ
と
に
き
づ
い 

 
 

 
 

 
  

 

た
で
し
ょ
う
。 

・
ど
う
し
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
わ
る
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
。 

    
 

 
 

  
 

 

・
あ
や
ま
ら
な
い
と
い
け
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
く
つ
の
ま
ま
で
、
あ
が
っ
た
か
ら
だ
。 

○
女
の
子
の
気
持
ち 

・
だ
れ
が
よ
ご
し
た
の
。 

・
家
に
帰
り
た
い
。 

○
お
ば
あ
さ
ん
の
気
持
ち 

・
ど
こ
の
子
か
し
ら
、 

こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
は
。 

 

み
ん
な
が
つ
か
う
も
の 

た
い
せ
つ
に
し
て
い
る
か
な 

  
 

 
 

 

はっとしてかおを見合わせた時，ふたりはどんなことに気付いたでしょう 

この学校にはこんなお友だちがいます（紹介） 
みんなで使うものを大切にしているかな 

 

１ 「黄色いベンチ」（低学年） 

 

みんなで使うものについて考えていきましょう。 

○みんなで使うものは，自分一人のものではないことについて 
○みんなの物を使う時は，次に使う人のことをよく考えることについて 
※一つの考えに無理に集約するような整理（まとめ）は行わない。 

 

[規則の尊重] 〔第１学年及び第２学年〕 
 約束やきまりを守り，みんなが使う物を大切にすること。 

ベンチを汚した立場とベンチを汚された立場の両面の思いを考えながら発言している。 

 
 

ふ
た
り
は 

ベ
ン
チ
に
の
っ
て 

な
ん
ど
も
な
ん
ど
も

む
ち
ゅ
う
で 

か
み
ひ
こ
う
き
を 

と
ば
し
ま
し
た
。 

 

黄色
き い ろ

いベンチは

みんなのもの 
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⑤授業展開例 

 学習活動・主な発問 予想される児童の反応 指導及び留意点 

導
入 

４
分 

１．みんなで使うものにはどんな

ものがあるか想起する。 
○みんなで使うものはどんなも

のがあるかな。 

今日はみんなで使うものにつ

いて考えていきましょう 

 
 
・トイレのスリッパ 

・掃除道具 

・遊具 

・鉛筆けずり 

 

・「トイレのスリッパ」や「掃

除道具」等の写真を提示す

る。 

・教材の簡単なあらすじを紹介

し，興味をもたせる。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開 

４
０
分 

 

２．教材を読んで，話し合う。 

○何度も何度も夢中で紙飛行機 

をとばした時，２人はどんな気

持ちだったかな 

          

 

 

 

 

◎はっとして顔を見合わせた時，

２人はどんなことに気付いたで

しょう 

 

 

○女の子やおばあさんは，どんな

気持ちだったかな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学習したことを自分の生活に

置き換えて，考える。 

○この学校にはこんなお友だち

がいます（紹介） 

みんなで使うものを大切にし

ているかな 

 

・楽しい，おもしろい。 

・高い所からとばすと気持ちい

い。 

・誰もいないから，何回でもで

きるぞ。 

 

 

 

・まずい，靴が汚れていた。 

・悪いことをしてしまった。 

・謝らないといけないけど，ど

うしようかな。 

 

・家に帰りたい。 

・どうして，ベンチが汚れてい

るのかな。 

・誰がこんなことをしたのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

・トイレのスリッパは揃えたこ

とがある。 

・あまり，できていないなあ。 

・これから，がんばろうかな。 

・教材は教師が読み聞かせる。 

・ここでは，あまり時間をかけ

すぎないようにする。 

・「こんな２人をどう思います

か」と問い，児童の反応を受

け止めながら，中心発問につ

なげていく。 

 

 

・役割演技やグループ学習等，

全員の児童が語る場を設定

する。 

 

 

・女の子やおばあさんの立場か

らも考えさせる。 

 

 

 

 

・公共物の使い方や公共の場で

のきまりについて，いくつか

の考えを取り上げ，話し合い

を整理して，まとめとする。 

 

・友だちが，掃除道具を整理し

ている写真等を紹介する。

（事前に準備しておく。） 

終
末 

１
分 

４．教師の説話を聞く。 
（例）音楽室のタンバリンが 50
年前のものであることを紹介

する。 

 
 

・本時の学習の余韻をもたせて

授業を終わる。 

 

 



 

【教材「雨のバス停留所で」・・・「私たちの道徳」中学年用に掲載】 

 

 

 

①ねらい（例） 

【学習の中心】・・・ よし子の行為について 

【 学 習 活 動 】 ・・・ 自分事として考えたり，良し悪しを判断したりする学習活動を通 

して 

【道徳性（方向目標）】・・・ きまりやマナーを守ろうとする判断力を育てる。 

  

②めあて等の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

③板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④評価について（例） 

【学習状況を把握するための評価の観点】 
  

 

 

【評価の方法（いつ，どのようにして）】 

・グループ学習の様子や全体での発言から見取っていく。（机間指導と意図的指名） 

 ・ワークシートの記述から見取っていく。 

 

六
月
二
十
七
日 

第
九
回 

道
徳
授
業 

  

「
雨
の
バ
ス
停
留
所

て
い
り
ゅ
う
じ
ょ

で
」 

     

よ
し
子
の
し
た
こ
と
は
、
い
け
な
い
こ
と
な
の
か 

  
 

         

お
母
さ
ん
の
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
？ 

 
 

・
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
ほ
し
い
。 

 
 

・「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
は
、
い
け
な
い
。 

 
 

・
周
り
の
こ
と
を
考
え
る
子
に
。 

  

み
ん
な
が
使
う
場
所 

＝ 

公
共
の
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
ル
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
マ
ナ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       
 

 

お母さんは怒っているようだが，よし子のしたことは，いけないことなのか 

○世の中には，目に見えないきまりやマナーがあるということについて 
○まわりの人の気持ちを考えながら行動することの大切さについて 
※一つの考えに無理に集約するような整理（まとめ）は行わない。 

 
みんなのことを考えて約束やきまりを守っているか，振り返ろう 
（「私たちの道徳」120 ページに書き込ませる。） 

よし子の行為について，自分ならどうするか考えたり，きまりやマナーの視点から発

言したりしている。 
 
 
 
 
 

２ 「雨のバス停留所で」（中学年） 

 

みんなが気持ちよく過ごすためのきまりやマナーについて考えよう 

[規則の尊重] 〔第３学年及び第４学年〕 
約束や社会のきまりの意義を理解し，それらを守ること。 

 

 

 

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
す
た
め
に 

 

 

 
 

並
ん
で
い
る
人
た
ち
の 

気
持
ち
は
ど
う
で
も
い
い

の
か
。 

【
い
け
な
い
】 

・
順
番
ぬ
か
し
だ
。 

・
み
ん
な
が
並
ん
で
い
る 

か
ら
、
き
ま
り
と
同
じ 

・
自
分
勝
手
な
行
動
だ
。 

【
い
い
と
思
う
】 

・
停
留
所
に
並
ん
で 

い
な
い
。 

・
雨
宿
り
は
並
ん
だ 

こ
と
に
な
ら
な
い
。 
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⑤授業展開例 

 学習活動・主な発問 予想される児童の反応 指導及び留意点 

導
入 

３
分 

１．本時の学習の方向をつかむ。 
○みんなが気持ちよく過ごすた

めのきまりやマナーについて

考えよう 

 

 
 

 

・「私たちの道徳」120ページを

紹介し，本時の学習の概要を

つかませる。 

・教材の内容を紹介し，教材へ

の興味をもたせる。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開 

３
９
分 

 

２．教材を読んで，話し合う。 

 

 

 

 

◎お母さんは怒っているようだ

が，よし子のしたことは，いけ

ないことなのかな 

 

（補助発問・・・必要に応じて） 

・なぜ，そう思うの 

・○○さんの考えをどう思うか 

・並んでいる人たちは，よし子の

行為をどう感じているかな 

 

 

〇お母さんは，よし子に何を伝え

たかったのだろうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学習したことを自分の生活に

置き換えて，考える。 

○みんなのことを考えて約束や

きまりを守っているか 

（「私たちの道徳」120ページに書

き込む。） 

 

 

 

 

 

＜いけない＞ 

・みんな並んでいるのに，ぬか

すのはよくない。 

・みんなが並んでいるから，き

まりと同じ。 

＜いいと思う＞ 

・雨宿りをしているだけで，停

留所に並んでいない。 

 

 

 

・雨宿りしながら，待っている

人の気持ちを考えてほしい。 

・自分さえよければよいという

考え方はよくない。 

 

 

 

 

 

 

 

・図書室では，周りに迷惑がか

からないように，静かに読む。 

・授業中に，友達が発言してい

る時は最後まで聞く。 

 

・教材は教師が読み聞かせる。 

・停留所や雨宿りをしている位

置等を，絵や図を使って理解

させる。 

 

・グループトーク等を行い，十

分語らせる。 

・多数決で，一つの考えに決定

するようなことはしない。 

 

 

 

 

 

 

 

・お母さんとよし子のイラスト

や吹き出しを黒板に貼り，考

えやすくする。 

 

 

 

・公共の場でのマナーについて

いくつかの考えを取り上げ

ながら，話し合いを整理し

て，まとめとする。 

 

・身の回りのきまりを意識しな

がら生活できているか，振り

返らせる。 

終
末 

３
分 

４．教師の説話を聞く。 
（「私たちの道徳」118 ページ） 
 

 
 

・「私たちの道徳」118ページを

読み聞かせて，本時の学習を

終わる。 

 



 

【教材「ブランコ乗りとピエロ」・・・「私たちの道徳」高学年用に掲載】 

 

 

 

 

①ねらい 

【学習の中心】・・・ ピエロがサムを受け入れたことについて 

【 学 習 活 動 】 ・・・ 相手を受け入れる時の様々な考え方・感じ方を想像する学習活動 

を通して 

【道徳性（方向目標）】・・・ 自分と異なる意見や立場を大切にしようとする心情を育てる。 

  

②めあて等の設定例 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

③板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④評価について（例） 

【学習状況を把握するための評価の観点】 
  

 

 

【評価の方法（いつ，どのようにして）】 

・道徳ノートの記述から見取っていく。 

３ 「ブランコ乗りとピエロ」（高学年） 

 

 ９月２０日 第１４回 道徳授業 

       「ブランコ乗りとピエロ」 

 

 

 

 

相手を受け入れる心について考えよう 

ピエロがサムを受け入れたのは，どのような気持ちをもつことができたか

らか 
 
自分も反省することがあるという気持ちについて 
（謙虚な気持ちが，寛容な心や態度につながっていく。） 
※一つの考えに無理に集約するような整理（まとめ）は行わない。 

ピエロのような心が自分にはあるか，振り返ってみよう 

[相互理解，寛容] 〔第５学年及び第６学年〕  
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，謙虚な心をもち，広い心で自分と 

異なる意見や立場を尊重すること。 

 

サムを受け入れたピエロの気持ちを様々な視点から考え書いている。 
 
 
 
 
 

＜サムのよさに気づいて＞ 

 

＜自分を振り返って＞ 

 
 

 
・サムを許せない。 

・出番をうばわれて 

くやしい。 

・サムが憎い。 

 

相手を 

受け入れる心 

 

 

ピエロがサムを許せたのは，どのような気持ちを 

もつことができたからか。 

・サムはすごい。 

・サムは一生けん命だ。 

・サーカスのために努力 

しているのだ。 

・サムにきびしく言い過ぎ

たかもしれない。 

・目立ちたい気持ちが自分

にもあった。 

相手のよさに気づいたら， 

本当に許せるのか。 

 

 

・サムのこれまでを考える 

と難しい。 

・自分だったら，できない。 
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⑤授業展開例 

 学習活動・主な発問 予想される児童の反応 指導及び留意点 

導
入 

４
分 

１．本時の学習の方向をつかむ。  
（「私たちの道徳」81 ページを

活用） 
○相手を受け入れる心について

考えよう        

 
 
 

 

・「私たちの道徳」81 ページを

紹介し，本時の学習の方向を

つかませる。 

・教材の概要を紹介し，教材へ

の興味をもたせる。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開 

４
０
分 

 

２．教材を読んで，話し合う。 

 

○カーテンの隙間から，サムの演

技を見ている時のピエロはど

のような気持ちだったか 

 

 

 

 

 

◎ピエロがサムを受け入れたの

は，どのような気持ちをもつこ

とができたからか 

 

（補助発問・・・必要に応じて） 

・「すごい」と思えたら，憎む気

持ちが消えていくのか 

・あなたがピエロの立場だった

ら，サムのがんばりを見ただけ

で許せるのか 

 

 

 

 

 

 

 

３．学習したことを自分の生活に

置き換えて，考える。 

○ピエロのような心が自分には

あるか，振り返ってみよう 

 

 

・サムを許せない。 

・自分の出番をうばわれてくや

しい。 

 

 

 

 

 

・サムはすごいと認める気持ち 

・サムにきびしく言い過ぎたと

いう反省の気持ち 

・目立ちたい気持ちが自分にも

あったという気付き。 

・サムをうらやむ気持ちがあっ

たから，憎む気持ちが生まれ

たのかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人を許すのは難しい。広い心

は自分にはないかも。 

・自己中心的と人から言われる

けど，心がせまいのかな。 

・教材は教師が読み聞かせる。 

 

・ここでは，時間をかけすぎな

いようにする。 

 

・ピエロのサムへの態度を対比

しながら，中心発問につなげ

ていく。 

 

 

・道徳ノートに自分の考えを書

かせる。 

・子どもの発言を分類しながら

板書する。 

 

 

 

 

 

 

・相手を受け入れたり，許した

りすることについて，いくつ

かの考えを取り上げながら，

話し合いを整理して，まとめ

とする。 

 

 

・これまでの自分を静かに振り

返らせる。 

終
末 

１
分 

４．教師の説話を聞く。 
（相田みつおの「セトモノとセト

モノと・・・」を紹介する。） 

 
 

・詩の読み聞かせをして，本時

の学習の余韻をもたせて授

業を終わる。 
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【教材「二通の手紙」・・・「私たちの道徳」中学校用に掲載】 

 

 

 

 

①ねらい（例） 

【学習の中心】・・・  元さんが姉弟を入園させたことについて 

【 学 習 活 動 】・・・ きまりの大切さを生命尊重や思いやり等の視点から考えること 

を通して， 

【道徳性（方向目標）】・・・  きまりを守り義務を果たすことのできる判断力を育てる。 

 

②めあて等の設定例 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

③板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④評価について（例） 

【学習状況を把握するための評価の観点】 
  

 

 

【評価の方法（いつ，どのようにして）】 

・グループ学習の様子や全体での発言から見取っていく。（机間指導と意図的指名） 

 ・道徳ノートの記述から見取っていく。 

４ 「二通の手紙」（中学校） 

 

１１月１５日 第２１回 道徳授業 

○規則やきまりの大切さ 

「二通の手紙」 

規則やきまりの大切さについて考えよう 

元さんのこの場面での「思いやり」には問題はないのか（中心発問） 

○規則は自分一人のものではないということについて 
○先のことを想像することの大切さについて 
※一つの考えに無理に集約するような整理（まとめ）は行わない。 

 
法やきまりを守ることの大切さについて，今日の学習で考え直したことをノ

ートに書こう 

[遵法精神，公徳心]  法やきまりの意義を理解し，それらを進んで守るとともに，

そのよりよい在り方について考え，自他の権利を大切にし，義務を果たして，規律

ある安定した社会の実現に努めること。 
 

 

きまりの大切さを生命尊重や思いやりと関連付けながら考え，発言したり書いたりし

ている。      
 
 
 
 
 

 

・規則 

・子どもだけ

の入園禁止 

・入園終了 

動物園の規則に問題はないのか。 
 

・子どもだけで入園できないのは，

命を守るため。 

・動物園の規則には問題はない。 

元さんのこの場面での「思いやり」 

には問題はないのか。 

思いやりと規則にはさま

れて，苦しんでいる 

・思いやりと同情は違う。 

・命よりも大切なものはない。 

・一時的な感情に流され規則を破る

のは，多くの人を危険にする。 

 

法
律
の
規
定
に
触
れ
な
け
れ

ば
何
を
や
っ
て
も
よ
い
と
い

う
思
想
ほ
ど
、
社
会
に
迷
惑 

を
か
け
る
も
の
は
な
い
。 

 
 

吉
野
作
造 
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⑤授業展開例 

 学習活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導及び留意点 

導
入 

４
分 

１．教材への問題意識をもつ。  
○遊園地や動物園は，子どもだけ

で入園することができないの

はなぜか   

○規則やきまりの大切さについ

て考えよう      

 
 

・危険であるから。 
・命にかかわるから。 

・ねらいに関わる問題意識をも

たせる。 

・２～３人程度，発表させる。 

・教材の簡単な内容を紹介し，

教材への興味をもたせる。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開 

４
３
分 

 

２．教材を読んで，話し合う。 

 

○この話で迷うところは，どんな

ことか 

          

○動物園の規則を守ろうとする

と，思いやりの行動ができにく

くなるが，動物園の規則に問題

はないのか 

 

 

 

◎元さんのこの場面での「思いや

り」には問題はないのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学習したことを自分の生活に

置き換えて，考える。 

○法やきまりを守ることの大切

さについて，今日の学習で考え

直したことをノートに書こう 

 

 

・思いやりと規則にはさまれて

苦しんでいる。 

 

・子どもだけで入園できないの

は，命を守るため。 

・動物園の規則には問題はない。 

 

 

 

 

・思いやりと同情は違う。 

・命よりも大切なものはない。 

・一時的な感情に流され規則を

破るのは，多くの人を危険に

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安易に規則を破ると多くの人

間を巻き込んでしまうことを

改めて理解した。 

 

・教材は，教師が読み聞かせる。 

 

・時間をかけすぎないようにす

る。 

 

・ここでも時間をかけすぎない

ようにする。 

・思いやりと規則という価値を

対照的に板書に位置付け中

心発問につなぐ。 

 

 

・道徳ノートに自分の考えを書

かせる。 

・グループ学習等，全員の生徒

が語る場を設定する。 

 

 

 

 

・規則は自分一人のものではな

いことや先のことを想像す

ることの大切さについて，い

くつかの考えを取り上げ，ま

とめとする。 

 

・特に発表させたりせず，静か

に自分を振り返らせ，道徳ノ

ートに書かせる。 

終
末 

３
分 

４．教師の説話を聞く。  
 

・法や規則を守らないことによ

り起こった出来事や先人の

言葉等を紹介し，授業の余韻

を残して終わる。 
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【教材「きみばあちゃんの椿」・・・「私たちの道徳」中学校用に掲載】 

 

 

 

 

① ねらい 

【学習の中心】・・・  淡窓の話を聞いた裕介の思いについて 

【 学 習 活 動 】・・・ 自分事として語り合ったり，精一杯生きる意味を考えたりする 

活動を通して 

【道徳性（方向目標）】・・・ 自他の生命を尊重する心情を育てる。 

 

②めあて等の設定例 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

③板書例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④評価について（例） 

【学習状況を把握するための評価の観点】 
  

 

 

【評価の方法（いつ，どのようにして）】 

・グループ学習の様子や全体での発言から見取っていく。（机間指導と意図的指名） 

 ・道徳ノートの記述から見取っていく。 

５ 「きみばあちゃんの椿」～広瀬淡窓の生き方に学ぶ～（中学校） 

 

きみばあちゃんの話を聞いた後，裕介はどのようなことを考えただろうか 

○自分にできることを精一杯取り組むことの大切さについて 
○弱かった自分を反省し，努力する希望や意欲を抱いたことについて 
※一つの考えに無理に集約するような整理（まとめ）は行わない。 

 

 

二
月
十
五
日 

第
三
十
回 

道
徳
授
業 

   

精一杯生きるとは，どういうことか，広瀬淡窓の生き方から考えてみよう 

広瀬淡窓の生き方から，精一杯生きるとは，どういうことだと思ったか 

[生命の尊さ] 
生命の尊さについて，その連続性や有限性なども含めて理解し，かけがえのな

い生命を尊重すること。 

 

裕介の思いを自分と重ねながら語り合ったり，精一杯生きる意味を自分事として書い

たりしている。 
 
 
 
 
 

広
瀬
淡
窓 

・
咸
宜
園 

・
万
善
簿 

・
三
奪
法

さ
ん
だ
つ
ほ
う 

精
一
杯
生
き
る 

 

本
を
読
ん
だ
後
，
裕
介
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
た
だ
ろ
う
か
。 

・
自
分
と
似
て
い
る
な
。 

・
自
分
が
叱
ら
れ
て
い
る
み
た
い
。 

・
若
い
時
は
弱
い
所
も
あ
っ
た
の
だ
。 

 

き
み
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話
を
聞
い
た
後
，
裕
介
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
だ
ろ
う
か
。 

・
自
分
が
甘
か
っ
た
。 

・
こ
れ
か
ら
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や 

っ
て
い
こ
う
。 

・
病
気
の
せ
い
に
し
て
，
努
力
を
し
な
か
っ
た

自
分
が
は
ず
か
し
い
。 

精
一
杯
生
き
る
と
は
？ 

 

 
万善簿 

鋭
き
も
鈍
き
も
と
も
に
捨

て
が
た
し
、
錐
（
き
り
）

と
槌
（
つ
ち
）
と
に
使
い

分
け
な
ば
。 

道
徳
ノ
ー
ト
に 

ま
と
め
よ
う
。 
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⑤授業展開例 

 学習活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導及び留意点 

導
入 

１
０
分 

１．本時の教材に関わる大分の先

人について知り，学習の方向を

つかむ。 
○広瀬淡窓の簡単な紹介 
○精一杯生きるとは，どういうこ

とか，広瀬淡窓の生き方から考

えてみよう        

 
 
 

 

・万善簿や咸宜園を紹介し，広

瀬淡窓に興味をもたせ，本時

のめあてを設定する。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開 

３
５
分 

 

２．教材を読んで，話し合う。 

 

○広瀬淡窓の手紙と倉重湊の話

を読んだ後，裕介はどのような

ことを考えただろうか 

 

 

 

 

 

◎きみばあちゃんの話を聞いた

後，裕介はどのようなことを考

えただろうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学習したことを自分に置き換

えて，考える。 

○広瀬淡窓の生き方から，精一杯

生きるとは，どのようなことだ

と思ったか 

 

 

・なんだか，自分と似ているな。 

・自分が叱られているみたい。 

・淡窓という人は，若い時は弱

い所をもっていたんだなあ。 

 

 

 

 

・自分が甘かった。 

・これから自分にできることを

精一杯やっていこう。 

・病気のせいにして，努力をし

なかった自分がはずかしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分に今できることを，日々

努力していきたい。 

・一日一日を大切にして生きて

いきたい。 

・教材は教師が読み聞かせる。 

 

・ここではあまり時間をかけな

いようにする。 

 

 

・淡窓の弱さを話題にして，中

心発問につなぐ。 

 

 

・道徳ノートに自分の考えを書

かせる。 

・グループ学習等全員の生徒が

語る場を設定する。 

 

 

 

 

・自分にできることを精一杯取

り組む大切さについて，いく

つかの考えを取り上げ，まと

めとする。 

 

・精一杯生きるとは，どういう

ことか，淡窓の生き方から学

んだことをもとに道徳ノー

トに書かせる。 

終
末 

５
分 

４．教師の説話を聞く。 
○広瀬淡窓の詩を紹介する。 
「鋭きも鈍きもともに捨てがた

し，錐（きり）と槌（つち）と

に使い分けなば」 
 

（解説）人間には人それぞれに個性

があり，違った能力があるものであ

る。その能力にあった使い方をすれ

ば，役に立たないという者など居な

いのである。 

・補助教材の読み聞かせをし

て，本時の学習の余韻をもた

せて授業を終わる。 

 

 




